
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 324 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 生物基礎(啓林館) 

副教材等 生物図録（数研出版）セミナー生物基礎(第一学習社) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「生物（生命）とは何か？」この問いを常に念頭に置き、学びましょう。あなた自身が生物であり、

無生物とはどこがどのように異なりますか。「細胞」や「遺伝子」のようなミクロの視点、「バイ

オーム」や「生態系」のようなマクロの視点、「代謝」や「恒常性」などの生命維持のしくみがど

のように働いているのかといった視点、さまざまな視点から「生物（生命）とは何か？」の答えを

導き出せるように、深く学びましょう。それには、基本的な概念を理解し、知識を身に付けること

だけでなく、さまざまな問いについてじっくり考え、判断して、自らの考えを表現できることが重

要です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

多様な生物も細胞からなり、遺伝子としてＤＮＡを、エネルギーの受け渡しにＡＴＰを使うという

共通性をもつことを理解し、ヒトが健康に生きるには個々の細胞の働きによって内部環境が一定に

保たれることが重要であること、地球上の多様な生物は気温や降水量等と密接な関係を持ちながら

生態系を構成し、物質循環とエネルギーの移動によってつながっていることなどについて学ぶ。生

命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度と、持続可能な社会づくりに貢献できる力を身に付け

る。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・生物や生物現象について、

基本的な概念や原理・原則を

理解し、知識を身に付けてい

る。 

・生物や生物現象に関する観

察、実験などを行い、基本操

作を習得するとともに、過程

や結果を的確に記録、整理し、

自然の事物・現象を科学的に

探究する技能を身に付けてい

る。 

生物や生物現象の中に問題を

見いだし、探究する課程を通し

て、事象を科学的に考察し、導

き出した考えを適切に表現し

ている。 

生物や生物現象の関係に関心

をもち、意欲的に探究しようと

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

遺

伝

子

と

そ

の

働

き 

遺伝情報と遺伝子発現 a: 遺伝現象とＤＮＡの関係性を

理解し、知識を身に付けている。 

b: ：分裂前後で遺伝情報の同一

性が保たれることを考察し、考え

を表現している。そのしくみにつ

いて理解している。 

c: 遺伝現象とＤＮＡに関心をも

ている。 

 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

定期考査 

 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

定 期 考

査 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

 

 

ヒ
ト
の
体
の
調
節 

・情報の伝達 

・自律神経系と恒常性 

・内分泌系 

・ホルモン分泌の調節 

・血統濃度の調節 

・ヒトの体温調節 

・水分量の調節 

a:体内環境の維持に自律神経と

ホルモンが関わっていることを

理解し、知識を身に付けている。 

ａ：体液の働きなどについて理解

している 

ｂ：腎臓や肝臓の構造や働きやそ

の機能とからだの調節について

の重要性を理解する。 

 

b: 病原菌などの異物を認識、排

除して体内環境を保つしくみを

考察し、表現している。そのしく

みについて理解している。 

 

c: 腎臓や肝臓の構造や働きに関

心をもつ。 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

定期考査 

 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

定 期 考

査 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

 

 

後
期 

免
疫 

・生体防御 

・自然免疫 

・獲得免疫 

a:自然免疫や獲得免疫の違いを

理解する。 

b: 病原菌などの異物を認識、排

除して体内環境を保つしくみを

考察し、表現している。そのしく

みについて理解している。 

 

c: 病原菌などの異物を認識し、

排除する仕組みに関心を持つ。 

 

 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

定期考査 

 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

定 期 考

査 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 
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後
期 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

 

・環境 

・植生の遷移 

・繊維とバイオーム 

・日本のバイオーム 

a: 陸上には様々な植生がみら

れ、植生は長期的に移り変わって

いくことを理解し、知識を身に付

けている。 

b: 陸上には様々な植生がみら

れ、植生は長期的に移り変わって

いくことを理解し、そのしくみに

ついて考え、表現しようとしてい

る 

c: 気候とバイオームの関係性に

ついて関心をもち、意欲的に探究

しようとする。 

 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

定期考査 

 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

定 期 考

査 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

 

 

生
態
系
と
そ
の
保
全
・全
体
の
ま
と
め 

・生態系における生物同士の

つながり 

・種多様性と生物の関係 

・生態系のバランスと変動 

・生態系の保全 

c: 生態系のバランスや保全につ

いて関心をもち,地球上の生態系

問題について知ろうとする。 

c: 生態系のバランスや保全につ

いてその重要性を理解している 

b: 生態系と物質循環について理

解し、知識を身に付けている。そ

のしくみについて考え、表現しよ

うとしている。 

 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

定期考査 

 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

定 期 考

査 

 

学習状況

の観察 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


